
 

 

［成果情報名］都市住民の援農への参加動機と満足度 

［要約］都市住民の援農への参加動機として、農業の支援や保全、農業の体験や技術習得、

レクリエーションの３つを把握できる。このうち、本来的な動機ともいえる農業の支援や

保全では参加者の目的と満足度が乖離し、特に活動の中心となりうる層でこの傾向が強い。 
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［背景・ねらい］ 

援農は、都市住民が農作業体験を望むとき、比較的簡単に取り組める機会の一つとなる。

援農では、労力の提供側である都市住民と機会の提供側である生産者の間で、合意を形成

する仲介システムが必要となる。こうしたシステムの定着や安定化では、運営面での双方

のメリットや満足度の確保が必要である。この点に関し、都市住民の参加動機や満足度の

検討は必ずしも十分行われていない。そこで、農作業体験の促進と援農の仲介システムの

安定化や普及に向け、都市住民の参加動機の把握と満足度の検討を行う。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．身近に取り組める援農の事例として、都市部で援農の取り組みを行う NPO 法人の活動

を選定している。2009 年、参加者 50 名に参加目的として想定できる 13 項目について

目的と合致している度合（合致度）と参加したことによる満足度との評価を 11 段階で

聞く質問紙調査を行い、38 回答を得ている。畑作農家を援農対象としており、作業は

断続的にではあるが日常的に発生している。  

２．都市住民の援農への参加動機として、「農業の支援や保全」「農業の体験や技術習得」

「レクリエーション」の３つを把握できる。目的としての合致度の評価結果（欠損値の

ない 35 回答）を用い因子分析を行うと４つの潜在因子が抽出できる（表１）。潜在因

子を、参加への内的原因という意味で動機とみなすと、「社会参画」を加えた４つを動

機として解釈できる。信頼性係数と共通性からみて、「社会参画」を除く３つの動機は、

設問構成に左右される面はあるが、相対的に信頼性のある動機とみなせる。  

３．「健康を管理」や援農の本来的ともいえる「農業の支援や保全」の動機に関わる目的

について、合致度と満足度の乖離を確認できる。目的項目毎に合致度と満足度の相関係

数をとり、係数が 0.6 未満の項目では両者が乖離しているとみなしている（図１）。  

４．参加者の参加日数や年齢層をみると、援農の本来的動機に関わる項目について、特に

活動の中心的メンバーにもなりうる層で目的と満足度が乖離する。援農の取り組みにつ

いて、改善の余地がありうることを指摘できる。合致度と満足度の乖離する項目につい

て、性別や年齢層、年間参加日数区分、継続年数の属性毎での評価の差をみる。相対的

評価となるが、「農作業を体験」は 65 歳以上や継続年数が４年以上の回答者の満足度

が、「健康を管理」は女性や３年以下の満足度がそれぞれ高く、期待した以上の満足度

が得られている。他方で、「農業を支援」「有機農産物を確保」「有機農業生産を支援」

「農業技術を習得」は、合致度に対する満足度の評価が相対的に低い。特に、男性や

64 歳以下、日数 41 日以上の回答者の評価の低さが目立つ（表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．援農仲介システムの機能を担う NPO 法人、JA、第３セクターや自治体が、援農のシス

テムや取り組みとその運営において、課題や改善方策を検討する際の参考となる。  



 

 

［具体的データ］ 

表１ 都市住民の援農への参加動機 
  因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 共通性 

 (動機) 
農業の支援

や保全 
農業の体験
や技術習得

レクリエー
ション 

社会参画  

 農業を支援 -0.53    0.72 
 有機農産物を確保 -0.86    0.80 
 有機農産物生産の支援 -0.97    0.97 
 地域の緑地環境保全 -0.72    0.74 

 土いじり  -0.55   0.54 
 農園技術を習得  -0.79   0.69 
 農作業を体験  -0.77   0.69 
 将来農業  -0.71   0.54 

 気分のリフレッシュ   0.68  0.50 
 余暇時間を活用   0.74  0.69 
 健康を管理   0.66  0.47 

 社会学習    -0.53 0.42 
 社会貢献    -0.87 0.88 

 因子負荷量の二乗和 2.67 2.18 2.13 1.68  
 寄与率 20.5 16.8 16.4 13.0  
 累積寄与率 20.5 37.3 53.7 66.6  

 クロンバックのα係数 0.904 0.798 0.741 0.661  
注： １）因子分析は主因子法を、因子軸の回点は直交回転（バリマックス法）を使用。 

２）因子は寄与率の大きい順に表示。因子付加量は 0.5 以上を表示。 
0.5 以上の因子負荷量に負の値が多い潜在因子は、負荷量と因子スコアを－１倍して検討に使用。 

３）χ二乗統計量によるモデルの適合度検定は、χ二乗統計量=45.1、自由度=32、P 値=0.062。 
帰無仮説「この因子数のモデルはデータに適合する」は、有意水準５％で棄却されない。 

４）α信頼性係数 0.7 を基準とすると、「社会参画」はこれを下回る。 
５）共通性は、「健康を管理」と「社会学習」で、潜在因子で説明できる割合が 0.5 を下回る。 

 

表２ 乖離のある項目での属性毎の 

合致度と満足度の差異 

 性別 
年齢 

(歳) 

年数 

(年) 

日数 

(日) 

 
男
性

女
性

～
64 

65
～ 

～
3 

4
～ 

～
40

41
～

(1) △  ▲   △  ▲

(2) ▲ △ ▲  ▲  ▲ ▲

(3) ▲ △ ▲ ○ ▲   ▲

(4) △  ▲  ▲  △ △

(5) ○   ◎  ◎ ○ ○

(6) ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎  

注：１）表側の(番号)は図１の項目名に対応。
２）合致度と満足度(共に正規化)の平均値

の差異。 
３）◎は、平均値の差が 0.4 以上。○は、

同じく 0.2 以上。△は、-0.2 以下。▲
は、-0.4 以下。空白は、-0.2～0.2。

４）回答者数は 38。性別：男性 28、女性
10。年齢：64 歳以下 17、65 歳以上 21。
年数：3 年以下 21、4 年以上 17。日数
：40 日以下 16、41 日以上 22。 

図１ 目的の合致度と参加による満足度との乖離 
注：１）相関係数が 0.6 未満の項目は、合致度と満足度に乖離が

あると判断。 
２）○は、乖離が期待以上の満足度によると考えられる項目

△は、取り組みに改善の余地があると考えられる項目。

（加藤克明） 
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